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蛍光性ペプチドの自己組織化による
ユニークなナノバイオマテリアルの創生

イノベーション・ジャパン2018 出展報告

ピレン環ペプチドナノファイバーの作製

✓ ੨色ޫܬをࣔすϖϓνυの
　 ナϊフΝΠバーを࡞

✓ アルίールにߴೱで༹ղޙ、
　 ශ༹ഔとなるਫをՃえる͜とで
　 ਝにϖϓνυಉ࢜がूੵし、
　 ナϊフΝΠバーをܗ

✓ ϖϓνυのଆに、ൃ色ஂೱにහײな
を「部Ґ（ϐϨン）ޫൃޫܬ」 　
　 ಋ入したϖϓνυの߹

位相差顕微鏡観察 蛍光顕微鏡観察

工学研究院　准教授　川村　出

分ɾ༻్
　ナϊόΠΦϚςϦΞル
本ڀݚのಛ
˙ϖプνυのଆにੑޫܬ発৭ஂを導入したϖプνυを߹した。
˙ϖプνυの高なࣗݾ組織化をར用し、「ੑޫܬのナϊϑΝΠόー」を作した。

ϖϓνυフΝΠバーのԠ༻に向͚て
　　˙ಛڐを出ࡁئみ　（ಛ�0���0ئ�����）
　　˙�0��ޫ化学討会で発ද　（�0��݄̕）
　　˙ナϊόΠΦϚςϦΞルٕज़を༗する企業との連携をر望

ペプチドの自己組織化

自己組織化前のSEM像

自己組織化後のSEM像

ペプチドの側鎖に発色団濃度に
敏感な「蛍光発光部位(ピレン)」を
導入したペプチドの合成

アルコールに高濃度で溶解後、
貧溶媒となる水を加えることで
迅速にペプチド同士が集積し、
ナノファイバーを形成

青色蛍光を示すペプチド製の
ナノファイバーを作製

分野・用途

蛍光性ペプチドの自己組織化による
ユニークなナノバイオマテリアルの創生

ナノバイオマテリアル

研究者：横浜国立大学大学院 工学研究院 准教授 川村 出
連絡先：研究推進機構 産学官連携推進部門
（電話） ０４５－３３９－４４４７ （E-mail）sangaku.sangaku@ynu.ac.jp

本研究の特徴

■ペプチドの側鎖に蛍光性発色団を導入したペプチドを合成した。
■ペプチドの高度な自己組織化を利用し、「蛍光性のナノファイバー」を作製した。

ペプチド性ファイバーの応用に向けて

ナノバイオマテリアル技術を有する企業との連携を希望

ピレン環ペプチドナノファイバーの作製
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自己組織化後のSEM像

■ 特許を出願済み （特願2018-093931）
■ ２０１８年光化学討論会で発表 （２０１８年９月）

自己組織化前後で
蛍光のスイッチ
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自己組織化前のSEM像

━ ・・・アセトニトリル溶媒中
(1.0×10-6 M)

━ ・・・自己組織化前
━ ・・・自己組織化後
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